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概要 

 コンテンツの意味構造（概念構造）の記述を行うための言語 CDL（Concept Description Language）のコア部分（基

本データ構造）と自然言語共通部分の最終仕様を策定し、標準化を提案、実現する。また当該 CDL 仕様を検証するため

に複数の観点で実証研究を行う。CDL は、我が国の主要な大学や研究機関の代表的な研究者によって進められつつある

SeC（Semantic Computing）計画の共通言語である。標準化に関しては、セマンティック Web や XML と密に連携する

ことから、W3C（World Wide Web Consortium）のセマンティック Web 活動グループへ提案する。CDL を言語仕様に

留まらずシステムとして位置づけて提案するために Common Web Language という名称で提案した。 
 

Abstract 
The research proposes specifications for a new language called CDL (Concept Description Language). The objective 
is to promote a new computation paradigm “Semantic Computing”. CDL is a family language which has a layered 
architecture. CDL.core and CDL.nl are common-base languages for the first step of the standardizing of the 
specifications. The standardizing organization is W3C (World Wide Web Consortium). We proposed CWL (Common 
Web Language) which combines triple language systems: CDL, UNL, and RDF/OWL. 
 
１．まえがき 

本テーマが 2005 年に SCOPE で採択されたとき、

W3C(World Wide Web Consortium)では 2004 年 2 月に

RDF と OWL の標準化が行われた後であり、Semantic 
Web に向けた研究が活発化し始めたときであった。

Semantic Web が対象としたものは、自然言語のような論

理的に複雑な構造を持つ表現ではなく、オントロジーで定

義された対象と対象間の関係付けを主にしたものである。

対象はコンテンツそのものというよりメタ的な情報であ

り、アノテーションや簡易な三つ組み表現形式であった。 
Web 上の情報は自然言語が中心であり、コンピュータ

が処理するには不向きである。また英語が中心であり人類

共通のコンテンツでもなかった。このような課題を解消す

る手段として CDL(Concept Description Language)とい

う言語を介在させることで、人間同士のコミュニケーショ

ンと人間とコンピュータのコミュニケーションを増幅す

ることを目指す研究を提案した。 
CDL はコンテンツ自体を記述するもので、コンテンツ

の構造を記述するための言語であり、基本的なモデル＆シ

ンタクスを提供する。コンテンツが自然言語で記述された

テキストの場合、その CDL 表現はテキストの内容記述に

相当するもので、テキストのマークアップ言語として標準

化された SGML、それをより単純化した HTML や XML
のハイパーテキストの系譜に対してより構造記述、内容記

述に注力した言語である。 
２．研究内容及び成果 
２.１ 研究内容 

本研究の CDL は、図 1 に示すようにセマンティックコ

ンピューティングという計算パラダイムの共通言語とな

る。今回はその基盤になる CDL.core 及び CDL.nl の仕様

を策定し、その応用のための評価実験を行った。国際標準

には、W3C への提案を目指して作業した。 
CDL.core の仕様は、Model&Syntax に限定して策定し

た。実体概念と関係概念の有向ハイパーグラフからなるも

ので木構造の XML や三つ組みの RDF 構文を包含するよ

り一般的な言語を設定している。また、概念を定義するた

めの CDD(Concept Definition Dictionary)を導入して

XML 系列のスキーマや name スペース機能をカバーして

いる。CDL.nl に関しては、自然言語共通なモデルとする

ため文及び文章の構造を概念的に表現する語彙やトップ

オントロジーが必要となる。そのため、国連大学で開発さ

れた UNL との連携を図った。CDL の実証評価としては、

概念レベルの高次検索、概念レベルの特許文書検索、概念

レベルのオーサリングシステム等を実施した。 
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 標 準 化 活 動 は W3C 内 で CWL(Common Web 
Language)インキュベータグループ CWL XG を立ち上げ

た。CWL は図２に示すように CDL を含めた Web に絡む

3 つの言語系を統合する枠組みである。日本語や英語の自

然言語は CWL.unl、リッチコンテンツ対応は CWL.cdl、
XML、RDF 系統は CWL.rdf でそれぞれ分担することで

情報の効率的な交換を行う。CWL.cdl の語彙知識は

CWL.unl のものを利用する。また、RDF/OWL にも変換

する。 

 
２.２ 成果 

 CDL.core 及び CDL.nl の仕様書第 1 版を策定した。

W3C CWL XG で 1 年間作業し、その最終報告書としてシ

ステム構成及び言語仕様からなる Common Web 
Language が W3G のホームページに掲載されている。図

3 は本年 4 月 15 日に W3C から報道された CWL XG の

News である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．むすび 

言語仕様の標準化というそれ単独では利用者の関心を

ひきつけるのは難しい研究であったが、言語障壁解消と機

案であり、国際的に CWL(CDL)の実現に向けてアピール

できたと考えている。CWL は情報爆発の時代において重

要性を増すテーマである。CWL XG は W3C における標

準化トラックではない。そのためにはワーキンググループ

を立ち上げ、2 年間の作業が必要になる。今後も、国際標

準獲得を目指してより分り易い形でシステムを提案して

ゆきたい。 
 

CDL.core RDF+OWL 

CDL.jpn,.eng,.chi,... CDL.math,.prog, 
.movie,.music, 
… 

コンテンツ層: 産業技術ドキュメント、学術ドキュメント、公的ドキュメント、映像･音楽コンテンツ 等々  （意味構造） 

 

（メタデータ） 

（構文的構造） 

サービス層:   （例）コンテンツ･ベースド 知識マネージメント＆知識コモンズ 

             ［グローバルレベルからグループレベルまで］ 

メディア

層: 

CDLs 

CDL.nl 

CDL.*** 

XML 

図１．CDL の階層構造 

械理解可能という新しい仕様を Web に付与するための提

国際標準提案リスト】 
nguage Incubator Group,A 

[2 anguage Incubator 

[3

【
k 2006,Semantic Web 

[2

[3 ) ,2007.11.6 

ィックコンピューティング－知的

[2 述、人工知

[3 ッ

【

能学会功績賞、2007.6.21. 

elop Common Web 

[2 ”、

【 ページ】 

 

【
[1] W3C・Common Web La

CWL.

CWL.unl. CWL.cdl. CWL.rdf.

図２．CWL の構成 

Common Web Language Incubator Group 
Charter,2006.10.16,2006.10.26 
] W3C ・ Common Web L
Group,CDL.core Specifications Version 1.0,2007.3.30 
] W3C ・ Common Web Language Incubator 
Group,Common Web Language,2008.3.30  
参加国際標準会議リスト】 

[1] W3C・Technical Plenary Wee
Interest Group Meeting,Mandelieu(France),2006.3.2 
] W3C・Common Web Language Incubator Group・
Face to Face Meeting,Tokyo,2006.11.28. 
] W3C・TPAC 2007,Cambridge,MA(USA

【誌上発表リスト】 

[1] 横井俊夫：セマンテ

システム・知的環境の設計原理－、人工知能学会誌、

Vol.21、 No.6、pp.683-690、（2006.11） 
] 石塚満：自然言語テキストの共通的概念記

能学会誌、Vol.21、 No.6、 pp.691-698 (2006.11) 
] 橋田浩一：オントロジーと制約に基づくセマンティ

クプラットフォーム、人工知能学会誌、Vol.21、 No.6、 
pp.712-717 (2006.11) 
受賞リスト】 

[1] 石塚満、人工知

【報道発表リスト】 

[1] “ Incubator Group to Dev
Language (CWL)”、W3C ホームページ、2006.11.6 
] “Incubator Group Report: Common Web Language
W3C ホームページ、2008.4.15 
本研究開発課題を掲載したホーム

図３．W3C での報道 http://www.w3.org/2005/Incubator/cwl/ 
http://www.instsec.org/ 

戦略的情報通信研究開発推進制度（SCOPE） 
第４回成果発表会（平成 20 年） 


